（第1号様式・第９関係）

	受付整理番号
	


令和５（2023）年度　　伝統芸能体験活動助成
助成金交付申請書
公益財団法人東京都歴史文化財団　理事長　殿

申請団体名： 

団体所在地： 東京都

代表者役職名： 

代表者氏名： 

下記の事業について、伝統芸能体験活動助成金交付要綱に基づき助成金の交付を申請します。
なお、申請関係書類に記載した個人情報は、公募ガイドラインに記載されている内容を承諾した上で提供します。
	フリガナ
	

	事業名
*確定していない場合は末尾に（仮）と付記
	

	
	

	助成申請額
*半角数字。桁区切りのカンマを入れる
	
	円（「収支予算書」記載の「当助成申請額」と一致）

	実施期間
*トライアル体験等の実施日も含む
*準備期間は含めない
	開始日
(西暦)
*半角数字
	
	年
	
	月
	
	日
	終了日
(西暦)
*半角数字
	
	年
	
	月
	
	日

	活動種類別の実施期間及び会場名
	記載例：
202*. 12/4, 18、202*. 1/8, 22、2/5, 19　体験：○○○○会館会議室（○○区）
202*. 3/12　リハーサル：○○○○ホール集会室（○○市）
4/2　発表会：○○○公会堂（○○区）

	
	

	ひとりの参加者が実技を体験する回数
*発表会とそのリハーサルも回数に含める
*公募活動の一環として実施するトライアル体験等は、体験回数には含めない
	回
	体験活動を行う人数
*観客や見学者は含めず、伝統芸能の実技を実際に自ら体験する人数を、延べ人数ではなく実人数で記載
*公募活動の一環として実施するトライアル体験等の参加人数は含めない
	名

	主催・共催・助成・提携・協賛・後援・協力等とその役割
*予定・申請中の場合も必ず記載してください。
	名義
	団体名･機関名
	役割

	
	主催
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	●以下の各項目の詳しい記載方法は、「申請書類作成の手引き」を参照してください。
※企画書等の補足資料を提出する場合でも「別紙参照」とせず、必ず以下の枠内に概要を記載してください。
※枠内には文章のみを記載してください。図や写真は貼り付けないでください。

※以下の枠内は文章量に応じて枠の幅が自動的に広がり改ページする設定になっているので、文字の大きさと行間は変更しないでください。

	１. 事業のスケジュール
〔企画立案、各種契約、会場予約、広報活動、チケット発売、設営等、種々の準備段階から、事業実施、実施後の実績報告書の作成まで、それぞれの日程と作業内容を具体的に記載してください。〕

	

	２. 事業の内容

	（１）事業の具体的内容（体験プログラムの講師・指導者名、回数、取り上げる曲目・作品、使用する楽器、実施時間帯やプログラムの長さ、等）

	

	（２）想定している体験者や参加者の特性（当該種目の経験の程度、年齢層、どのような興味や関心を持っている層か等）

	

	（３）体験プログラムのなかで、特に工夫している点（参加対象者に応じた伝統芸能の魅力の伝え方／初めての人でも入り易い工夫等を、なるべく具体的に記載してください。）

	

	（４）広報の方法並びに広報時にどのようなポイントをアピールするのか
（「広報の方法」は、体験者や参加者の募集方法を含め、申請事業の広報をどのようなかたちで行うかを、時期・方法・媒体・協力団体・連携機関等、なるべく具体的に記載してください。またその際、今回の事業で特別に工夫して行う広報の取り組みがあれば、普段行っている広報の取り組みと分けて記載してください。）

	

	（５）申請事業を通じて、体験者・参加者に伝統芸能（あるいは当該種目）のどのような魅力・面白さ・価値を伝えたいですか？

	

	３. 事業終了後の計画・構想（体験者や参加者が、助成対象事業の終了後も日常的にお稽古に通ってもらえるきっかけづくりとなるアイデアや、伝統芸能への興味や関心を持続的に深めていくためのプランについて、なるべく具体的に記載してください。）

	


2

